
舐

陀

大

智

と

菊

池

一
族

鈴

木

格

禅

享
保
二
年

(
一
七
一
七
)
十
二
月
十
日
、
面
山
瑞
方

(
一
六
八
三
-
一
七

六
九
)
が
撰
述
し
た

『
祇
陀
大
智
禅
師
行
録
並
序
』
に
従
え
ば
、

正
和

三
年

(
一
三
一
四
)
入
元
し
た
大
智
は
、

正
中
元
年

(
=
三
西
)

加
州

石
川
郡
宮
腰
津

(現
.
 金
沢
市
金
石
)
に
帰
着
す
る
。

『
行
録
』
で
は
、

帰
帆
の
年
次
に
つ
づ
け
て

「径
登
二能
之
洞
谷
一省
二
観
螢
山
和
尚
一」
と

記
す
か
ら
、
宮
腰
の
津
に
帰
着
し
た
大
智
が
、
そ
の
足
で
直
ち
に
洞
谷

山
永
光
寺

に
到
り
、
堂
山
に
謁
し
た
か
の
ご
と
き
印
象
を
与
え
る
が
、

『洞
谷
記
』
に
は
、
正
中
二
年

(
一
三
二
五
)
の
条
に

(
マ

マ
)

同
五
月
廿
日
。
鎮
西
智
侍
者
。
遠
訪
レ風
来
。
曹
山
重
偏
。
五
位
君
臣
。

(
マ

マ
)

(
マ

マ
)

二
冊
。
投
子
青
語
。

一冊
。
真
歓
語
。
一冊
。
将
来
云
。
重
偏
者
。
太
宋
国
。

未
二流
布
叩
況
乎
日
本
始
見
レ之
。
大
可
一秘
蔵
叩
非
二其
人
一者
。
不
レ可
レ令
レ

見
。
為
二家
重
宝
叩
投
子
語
。
真
歓
之
語
。
開
二印
板
叩
可
二流
布
叩

と
あ

っ
て
、
洞
谷
山
参
到
の
時
期
に
約

一
年
の
齪
酷
が
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
大
久
保
道
舟
氏
は

思
ふ
に
禅
師
の
帰
朝
が
正
中
元
年
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
肥
後
広
福
寺
に
所

(
マ

マ
)

(
マ

マ
)

蔵
せ
ら
れ
て
い
る
菊
地
第
十
二
代
時
寂
阿
の
寄
進
状
に
も
見
え
て
ゐ
る
と
こ

ろ
で
、
寸
毫
も
疑
ふ
こ
と
が
出
来
な
い
。
即
ち
同
状
に
は
、
「
大
智
上
人
去

錬

蓼

懇

索
か

霧
。

占
二揮
閑
寂
之
地
、
榔
二俗
塵
名
鵜
之
境
奇

レ

伝
二
霊
山
少
林
永
平
之
古
風
於

尽
未
来
際

嚇志
願
堅
固
之
間
、
寂
阿

不
レ勝

二
感

嘆
随
喜
之
至
(
以
二当
山

(広
福

寺
)
一限
二
永
代

一所
レ奉

レ寄

二進

大
智
上

人

図也

云

々
」
と
見
え
て
ゐ

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
禅
師

は
帰
朝
早

々
閑
寂

の
地

を
占

(
マ

マ
)

揮
し
、
俗
塵
名
刹
を
榔
っ
て
霊
山
少
林
永
平
の
古
風
を
尽
未
来
際
に
伝
へ
ん

こ
と
を
願
は
れ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
東
帰
と
同
時
に
九
州
に
於
て
武

時
に
面
謁
せ
ら
れ
た
こ
と
が
判
然
す
る
。
従
っ
て
我
国
に
帰
省
せ
ら
れ
た
場

所
は
或
は
九
州
の
沿
岸
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
は
れ
る
。
若
し
加
賀
宮
の
腰

の
津
が
事
実
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
何
故
翌
年
五
月
ま
で
も
螢
山
禅
師
へ

の
省
観
を
延
期
せ
ら
れ
た
か
、
そ
の
理
由
が
明
か
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

よ
も
や
宮
の
腰
よ
り
能
登
を
素
通
り
し
て
一
旦
九
州
に
還
ら
れ
、
翌
年
改
め

て
省
観
せ
ら
れ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
宮
の
腰
著
岸
説

は
、
面
山
和
尚
が
単
な
る
地
方
的
伝
説
を
基
礎
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は

(1
)

な

い
か
と
想
像
せ
ら
れ
る
。

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
雀
第
一
號

卒
成
元
年
十
二
月
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祇
陀
大
智
と
菊
池
一
族

(鈴

木
)

と
述
べ
て
、
宮
腰

の
津
著
岸
説

に
否
定
的
で
あ
り
、
帰
国
早

々
よ
り
菊

池
武
時
と
大
智
と
の
問
に
、
親
交
関
係
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。広

福
寺
文
書

に
従
え
ば
、
大
久
保
道
舟
氏
の
い
う
武
時

の
寄
進
状
に

は
日
附
が

な
く
、

ま
た
案
文
は
肥
前
高
来
郡
加
淳
佐

の
水
月
庵
に
在

っ

(2
)て

、
広
福
寺
所
在

の
文
書
は
そ

の
写
し
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
古
来
そ
の

扱
い
に
疑
義
を
生
じ
、
そ

の
是
非
に
つ
い
て
論
議
せ
ら
れ
た
。
そ
の
論

議
の
目
標

と
な
る
と
こ
ろ
は
、
聖
護
寺
と
広
福
寺

の
建
立
の
先
後

に
つ

い
て
の
問
題
で
あ
り
、
、こ
の
文
書
を
偽
書
と

す

れ

ば
、

面
山
が

『
行

録
』
で
い
う
ご
と
く
聖
護
寺
が
先

の
建
立
と
な
り
、
こ
れ
を
是
と
す
れ

ば
、
広
福
寺
が
先

の
開
創
と
な
っ
て
、
面
山
以
来
の
通
説
を
改
変
す
る

こ
と
に
な
る
。
寺
院
建
立
先
後
の
こ
と
は
、
小
論
に
直
接
関
係
す
る
問

題
で
は
な

い
が
、
念

の
た
め
武
時
寄
進
状
の
全
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

(端
裏
書
)

「菊
池
肥
後
守
寂
阿
寄
進
状
案
文
」

奉
寄
進
本
案
女
書

肥
前
高
栗
蔀

加
津
佐
水
月
詮
乏
、

肥
後
国
玉
名
郡
石
貫
内

(
マ

マ
)

在
四至紫

陽
山
広
福
寺
伽
藍
界
事
、
巨
細
文
書

在
之
、

右
、
奉
当
伽
藍
地
井
山
野
寄
進
元
者
、
大
智
上
人
去
正
中
元
年
押
従
宋
土
帰

朝
、
占
択
閑
寂
之
地
、
早
榔
俗
塵
名
利
之
境
、
可
伝
霊
山
少
林
永
平
之
古
風
、

ニ

於
尽
未
来
際
、志
願
堅
固
之
間
、寂
阿
不
勝
感
嘆
、
随
喜
之
至
、
以
当
山
限
永

代
、
所
奉
寄
附
大
智
上
人
也
、
末
代
子
孫
号
本
寺
旦
那
、
恣
己
之
私
情
、
以
住

持
職
、
如
恩
給
付
追
陪
位
勢
之
輩
、
破
壊
正
法
之
事
定
有
之
歎
、
伽
申
成
当

山
於
公
家
御
勅
願
寺
、

一
衆
安
穏
行
道
、
奉
祈

聖
朝
天
長
地
久
、
兼
当
寺

開
山
大
智
上
人
法
乳
之
子
孫
、
相
継
住
持
職
、
可
伝
心
燈
於
龍
華
之
農
賜
者

也
、
縦
錐
レ為
二本
寺
旦
那
所
↓
当
山
被
定
置
置
文
之
内
、
五
箇
条
制
法
之
外

者
、
住
持
職
山
野
井
検
断
大
小
之
事
、
永
却
不
可
相
成
綺
、
竣
辮
麟
賭
か
躰
博

後
代
子
孫
若
背
寂
阿
寄
進
状
之
旨
者
、
為
三
宝
敵
対
及
不
孝
之
子

孫
之
上

者
、
永
違
二
三
世
常
住
三
宝

・
当
国
鎮
守
阿
蘇
大
明
神
#
遥
拝
大
明
神
冥
鑑
↓

可
二失
家
門
之
運
命
.
 ↓若
守
斯
寄
進
之
旨
、
以
清
浄
信
心
守
護
正
法
之
者
ハ
、

密
蒙

三
宝
諸
天
之
護
念
、
子
ζ
孫
く
全
弓
箭
之
家
、
永
可
奉
守
国
家
之
宝

酢
、
因
而
寂
阿
自
出
身
血
、
合
朱
押
手
印
於
寄
進
状
之
面
、
以
所
暁
諭
後
代

子
孫
者
也
、
永
為
奉
護
持
正
法
、
傍
所

奉
寄
進
状
如
件
、菊

池
肥
後
守
寂
阿
手
印
判

石
貫
広
福
寺

(3
)

長
老

大
久
保
道
舟
氏
が
引
用
し
指
摘
し
た
の
は
、
大
智
帰
朝
の
年

の
特
定

と
武
時
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
み
で
あ

っ
て
、

こ
の
文
書
の
全
体
が
示

す
よ
う
な
、
両
者
の
か
か
わ
り
の
深
さ
に
つ
い
て
で
は
な

い

で
あ

ろ

う
。

こ
の
文
書
の
筆
勢
と
文
言
は
、
後
年
、
大
智
に
呈
上
さ
れ
る
多
く

の
菊
池
文
書
に
共
通
し
て
お
り
、
帰
国
後

一
年

に
満
た
ざ
る
間
に
、
大

智
の
感
化
を
う
け
た
武
時
の
も
の
と
し
て
み
る
の
は
、
少
し
無
理
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
因
み
に
面
山
は
、
広
福
寺
の
開
創
を
観
応
二
年

年

(
一
三
五
一
)と
し
、
営
建
の
主
を
武
時

の
長
子
武
重
と
し
て
お
り
、
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広
福
寺
が
武
時
の
寄
進
し
た
土
地
に
建
立
せ
ら
れ
た
こ
と
を
、
寄
進
状

(4
)

の
文
を
引
用
し
て
述
べ
て
い
る
。

『
広
福
寺
世
代
年
表
略
記
』
に
は
、

開
基

心
空
寂
阿
蕎
主

菊
池
十
二
代

従
五
位
下
肥
後
守
次
郎
武
時

年
四
十
二

正
慶
二
年
癸
酉
三
月
十
三
日

開
山

大
智
祖
継
大
和
尚

建
立

人
皇
九
十
五
代
後
醍
醐
帝

元
徳
二
年
庚
子
年

今
安
政
五
絨

年
に
至
る
五
百
二
十
九
年

遷
化

南
朝

後
村
上
帝

正
平
二
十

一
年
丙
午
十
二
月
十
目

と
あ

っ
て
、
広
福
寺
開
創
は
元
徳
二
年

(
一
三
三
〇
)
と
明
記
せ
ら
れ
て

い
る
が
、

広
福
寺
縁
起
に
は

「寺
は
、
正
平
十
二
年

(
=
二
五
七
)
菊
池

武
澄
公
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
、
開
山
大
智
禅
師
は
傑
出
し
た
た
高
僧
で

ー
」
と
あ

っ
て
、
広
福
寺
に
関
し
て
は
、
そ

の
創
建
.
 
の
年
次
に
つ
い
て

(大
慈
寺
開
山
)

(大
慈
寺
二
世
)

寒
巌
義

サ

(
=

二

七
ー

=

二
〇
〇
)

1
斯
道
紹
由

(
不
詳
i

=

二
〇

一
)

大
智
は
懐
義
よ
り
五
歳
の
年
長
で
あ
,
 
る
が
、
二
人
は
親
交
が
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
大
智
の
初
七
日
に
お
け
る
懐
義
の
祭
文
か
ら
も
、

こ
れ
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

祭
二大
智
禅
師
一文

日
輪
天
蕎
懐
義

維
正
平
念

一
年
歳
次
二丙
午
一臓
月
十
日
祇
陀
開
山
法
兄
智
公
和
尚
大
禅
師

示
昌寂
肥
前
州
之
水
月
蕎
一肥
後
州
日
輪
住
持
法
末
比
丘
懐
義
迎
二
一
七
日
一謹

も
建
営

の
人
に
つ
い
て
も

一
定
せ
ず
、
な
お
問
題
を
遣
し
て
い
る
。

大
智
が
正
中
二
年
洞
谷
に
螢
山
禅
師
を
省
観

し
て
か
ら
、
加

州
河
内

荘
吉
野
郷

(現

・
石
川
県
石
珊
郡
吉
野
谷
村
吉
野
)
の
山
中
に
茅
を
結
び
、

や
が
て
こ
こ
を
開
創
し
て
、
獅
子
山
祇
陀
寺
と
名
づ
け
る
が
、

大
智
を

菊
池
に
斡
旋
し
、
九
州
に
招
換
せ
し
む
る
原
因

に
な

っ
た
も
の
が
、

い

っ
た
い
何
で
あ

っ
た
か
、
こ
れ
も
ま
た
判
然
と
し
な
い
。
水
野
弥
穂
子

氏
は
、
鈴
木
素
田
氏

の

『大
智
禅
師
偶
頒
訓
註
』
を
参
酌
し
な
が
ら
、

肥
後
、
山
鹿
市
の
日
輪
寺
は
正
和
五
年

(
一
三
一
六
)
の
建
立
で
あ
る
が
、

「
中
興
開
基
菊
池
武
時
、
中
興
開
山

天
巷
懐
義
」
と
な

っ
て
い
.
 
る
と

こ
ろ
か
ら
、
武
時
と
懐
義
と

の
関
わ
り
の
深
さ
を
叙

べ
、
懐
義
と
大
智

と
の
法
縁
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
智
と
武
時
と
の
間
を
結
ん
で

(
5
)

い
る
。
懐
義
は
大
慈
寺
第
三
世
鉄
山
士
安
の
法
嗣
で
あ
り
、
大
智
と
は

法
の
叔
姪
関
係
に
あ
る
。
簡
略
に
図
示
す
れ
ぽ
、
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。

(大
慈
寺
三
世

・
日
輪
寺
開
山
)

(大
慈
寺
八
世

・
日
輪
寺
二
世
)

鉄
山
士
安

(
=

一四
六
ー

=
二
三
六
)
1
天
蕎
懐
義

(
=

一九
五
1

=
二
七

一
)

(寒
巌
に
受
業
す
る
も
嗣
法
は
明
峯
素
哲
)

紙

陀
大
智

(
一
二
八
九
ー

=
ご
六
六
)

具

二菲
薄
之

貧

一告

一一祭
尊

霊

一日
鳴
呼
悲
哉
惟
師

寒
厳
受
業
法
乳
忘
レ
味
求

二師

永
光

一応
二
洞
谷
記

一得

二
衣
明
峯

一為

二其
真

嗣

一曲

不
レ蔵

レ直
真
不
レ
掩

レ偽
遍

二

参
大
元

一更
無

二
知
識

一書
錦
還

レ郷

諸
徒
所

レ侍
嘉
名
無

レ翼
而
飛

二遽
魎

一迅
機

雷
醗
仏
祖

呑
レ気

目
光

射

レ
人
脾

一一睨

一
世

一倦

レ遊

二叢
林

一漢

二唾

名

位

一林
泉

楽
レ
情
奥
竈
失

レ
媚
北
越

西
関

開
二基

三
寺

一行
蔵

去

就

更

無

二定
止

一晩
顧
二
頽

齢

一靖
二
退
桑
梓

一継

白
輻
湊

中
外
相
僑
師

七
十

七
我

七
十

二
在
レ
待
二
濫
然

一余

紙
陀
大
智
と
菊
池
剛
族

(鈴

木
)
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舐
陀
大
智
と
菊
池

一
族

(鈴

木
)

喘
無
レ
幾
聞
レ
病
裁
レ
書
便

問
一一安

否

一使

者

未
レ
帰

既

告
二
先
死

一坐
一一水

月
場

一

成
二
夢
中

事

一天
喪
二
老
成

一空
遺

二隻
履

一洞
門
梁
頽
有
レ
誰
扶
起
老
讐
酸
今
弗
レ

克
二
整
理

一天
之

蒼
蒼
涙
之
濃
濃
歳
暮
天
寒
遥
隔
二
海
水

一鳴

呼

悲

哉

一
貧
告
レ

(
6
)

誠
三
嗅
母
レ棄
尚
享

大
智
が
、
元
よ
り
帰
国
し
た
の
ち
も
、
九
州
辺
を
往
来
し
大
慈
寺
に

出
入
し
て
い
た
こ
と
は
、
嘉
暦
元
年

(
=
三
一六
)
十
月
十
二
日
、
大
慈

寺
瑞
華
庵

に
お
け
る
道
元
禅
師

の

『
御
遺
言
記
録
』
の
筆

写

や
、
『教

授
戒
文
』

『
宝
慶
記
』
等
の
写
し
の
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
概
ね
推

測
し
う
る
。

転
変
き
わ
ま
り
な
い
時
代
の
激
流
の
中
で
、
南
朝

へ
の
孤
忠
を
墨
守

し
よ
う
と
し
た
菊
池
武
時
が
、

一
族
の
精
神

の
教
導
を
依
託
す
る
に
足

る
人
物
の
紹
介
斡
旋
を
懐
義
に
議
し
た
と
き
、
懐
義
が
大
智
を
推
し
た

と
し
て
も
、
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。

菊
池
氏
が
南
朝
に
殉
じ
て
、
そ
の
節
を
柾
げ
な
か

っ
た
背
景
に
つ
い

て
、
か
つ
て
、
そ
れ
は
専
ら
大
智

の
教
導
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
の
み

喧
伝
さ
れ
、

い
ま
も
、

ひ
そ
か
に
そ
れ
を
首
肯
す
る
士
が
あ
る
も
の
の

ご
と
く
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
大
智
に
ば
か
り
帰
せ
ら
れ
る
べ
き

こ
と
で
は
な
く
し
て
、
大
慈
寺
そ
の
も
の
に
も
原
因
が
あ
る
と
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
大
慈
寺
は
寒
巌
義
タ
の
開
創
に
よ
る
。
義
サ
は
後

鳥
羽
ま
た
は
順
徳
の
子
と
し
て
出
生
し
、
道
元
禅
師

の
法
脈
を
引
く
者

と
し
て
も
、
肥
後

に
絶
大
な
る
徳
化
を
布
い
た
。
菊
池
氏

の
南
朝
敬
慕

の
縁
由
は
、
こ
の
辺
り
に
も
あ
り
は
し
な
い
か
。
そ
れ
ゆ
え
に
菊
池
氏

は
、
大
慈
寺
や
、
大
慈
寺
縁
り
の
寺
や
僧
に
帰
依
し
、
深
い
か
か
わ
り

を
持

つ
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
智
は
祇
陀
寺
を
離
れ
て
肥
後
に
飛
錫
す
る
。
大
智
を
招
い
た
武
時

は
、
後
醍
醐

の
令
旨
を
奉
じ
て
、
元
弘
三
年

(
一
三
三
三
)
博
多
に
出
陣

す
る
が
、
少
弐

・
大
友

の
違
乱
に
よ
っ
て
戦
死

し
、
菊
池
氏
は
潰
滅
的

な
打
撃
を
う
け
る
。
そ
の
様
子
は

『
太
平
記
』
(巻
十
一
)
の
活
写
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
敗
軍
の
惨
状
は

『
博
多
日
記
』
が
描
写
し
て
群
を

圧
す
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

正
慶
二
年
閏
二
月
二
日

正
慶
二
年
三
月
十

一
日
肥
後
国
菊
池
二
郎
入
道
寂
阿
博
多
二
付
畢
同
十
二
日

出
仕
之
時
遅
参
之
間
不
可
付
着
到
之
由
侍
所
下
広
田
新
左
衛
門
尉
問
答
之
間

及
口
論
畢
同
十
三
日
寅
時
博
多
中
所
々
二
付
火
焼
払
寂
阿
力
筑
州
江
州
二
立

使
者
申
云
宣
旨
使

二
罷
向
候
念
可
有
御
向
之
由
触
廻
ル
筑
後
入
道
殿
ハ
竪
糟

ニ
テ
此
使
二
人
力
頸
ヲ
切
十
三
日
夕
方
被
進
匠
作
方
江
州
ハ
可
打
止
之
由
被

仰
之
間
彼
使
逐
電
畢
サ
テ
菊
池
捧
錦
旗
松
原
口
辻
堂
ヨ
リ
御
所
二
押
寄
之
処

辻
堂
ノ
在
家
二
火
付
タ
ル
間
不
及
押
寄
シ
テ
早
良
小
路
ヲ
下
リ
ニ
ヲ
メ
イ
テ

懸
宣
旨
ノ
御
使
七
人
々
参
テ
可
付
著
到
之
由
ノ
・
シ
リ
テ
櫛
田
浜
ロ
ニ
打
出

錦
旗

一
流
菊
池
旗
井
一
門
等
旗
ア
マ
タ
捧
テ
ヒ
カ

ヘ
タ
リ
妾
筑
州
砥
候
人
饗

場
兵
庫
允
相
向
尋
申
事
子
細
之
処
即
兵
庫
允
井
若
党
一
人
被
討
畢
次
武
蔵
四

郎
殿
武
田
八
郎
以
下
焼
失
ハ
菊
池
所
行
ト
テ
相
向
息
浜
菊
池
宿
之
処
早
ク
菊

池
打
出
タ
ル
間
息
浜
ノ
ス
サ
キ
ヨ
リ
廻
テ
横
田
浜
ロ
ニ
菊
池
引

ヘ
タ
ル
処
二

追
懸
タ
リ
即
及
合
戦
武
田
八
郎
ハ
負
手
竹
井
孫
七
同
舎
弟
孫
八
井
安
富
左
近

将
監
等
被
討
畢
サ
テ
御
所
二
押
寄
及
合
戦
菊
池
入
道
子
息
三
郎
二
人
ハ
犬
射
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馬
場
ニ
テ
被
討
菊
池
舎
弟
二
郎
三
郎
入
道
覚
勝
以
下
若
党
等
打
入
御
所
中
既

二
御
壼

二
責
入
致
合
戦
之
間
敵
七
十
余
人
被
打
止
畢
菊
池
嫡
子
二
郎
#
阿
蘇

大
宮
司

ハ
落
畢
匠
作
御
方
モ
或
討
死
或
数
輩
負
手
畢
サ
テ
合
戦
過
テ
筑
州
江

州
以
下
鎮
西
人
々
被
参
御
所
即
菊
池
入
道
子
息
三
郎
寂
阿
舎
弟
覚
勝
頸
以
下

若
党
等
頸
被
懸
犬
射
馬
場
寂
阿
三
郎
覚
勝
三
人
力
頸
ハ
始
四
五
日
ハ
不
被
懸

後
二
被
懸
之
寂
阿
井
子
息
三
郎
覚
勝
頸
ハ
別
二
被
懸
之
夜
ハ
取
テ
被
置
御
所

十
ケ
日
計
ア
テ
以
釘
被
打
付
札
銘
二
云
謀
反
人
等
頸
事
菊
池
二
郎
入
道
寂
阿

子
息
三
郎
寂
阿
舎
弟
二
郎
三
郎
入
道
覚
勝
云
々
菊
池
方
手
負
人
等
落
行
之
処

国
々
ヨ
リ
博
多
二
馳
上
ル
勢
共
行
向
打
取
之
頸
ヲ
取
進
之
間
犬
射
馬
場

二
三

重

二
被
懸
之
五
所
二
木
ヲ
ユ
イ
ワ
タ
シ
テ
被
懸
其
後
亦
連
々
二
自
所
々
取
進

落
人
頸
二
百
余
也
糸
田
殿
即
御
所

二
御
入
参
州
殿
十
三
日
御
登
ア
ル
処
二
筑

後
国
横
隈
ニ
テ
菊
池
孫
子
兜
童
井
若
党
十
人
計
行
合
奉
ル
間
即
被
討
畢
頸
ハ

御
持
参
ア
リ

(7
)

同
日
肥
後
国
菊
池
城

二
被
向
打
手

「博
多
日
記
」
は
ま
た
、
妻
を
迎
え
て
僅
か
に
十
六
日
目
と
い
う
の

に
、
父
に
従

っ
て
出
陣
し
、
敗
死
し
て
犬
射
馬
場
に
棄
首
さ
れ
た
武
時

の
次
男
、

三
郎
頼
隆
の
妻
女
が
、
夫
の
首
を
み
て
精
神
に
異
状
を
き
た

(8
)

し
た
さ
ま
を
具
さ
に
描
写
し
、

一
掬

の
涙
を
注
が
し
め
る
。
戦
さ
と
は

ま
こ
と
に
悲
惨
な
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
凄
惨
な
状
況
の
連
続

の
中
で

大
智
は
、
菊
池
氏
に
対
し
て
、
次

の
よ
う
に
数
導
し
て
い
る
。

夫
れ
生
死
の
大
事
を
裁
断
す
る
こ
と
は
、
坐
禅
に
す
ぎ
た
る
要
径
な
し
。

い
は
ゆ
る
坐
禅
は
、
静
か
な
る
処
に
蒲
団

一
枚
を
安
じ
、
そ
の
上
に
端
身
正

坐
し
て
、
身
に
な
す
こ
と
な
く
、
口
に
い
ふ
こ
と
な
く
、
意
に
善
悪
を
は
か

ら
ず
、

唯

し
つ
か
に
坐
し
て
壁

に
面

ひ
、
坐

し
て
日
を
送
る
。

こ
の
外

に
何

(
9
)

の
奇
特
玄
妙
の
道
理
な
し
。

こ
の
よ
う
に
、

一
切
の
妥
協
を
排
し
、
人
情

を
遮
断
し
た
大
智
の
提

衡
は
、
却

っ
て
菊
池

一
族
の
帰
敬
を
深
め
た
も
の
の
ご
と
く
、
大
智
に

対
し
て
提
出
さ
れ
た
多
く
の
起
請
文

の
類
は
、
異
口
同
音
に

「
家
門
正

法
」
を
高
唱
し
、

一
族
が
進
退

の
純
潔
を
三
宝

に
祈
誓
し
て
い
る
。

延
文
三
年

(
一
三
一ご
八
)
に
は
、
春
か
ら
暮
か
に
か
け
て
、
多
く
の
書

状
が
大
智

に
棒
げ
ら
れ
、
興
国
三
年

(
=
ご
四
二
)
に
も
ま
た
、
同
様
の

現
象
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
そ
れ
を
窓
懸
す
る
に
ふ
さ
わ
し

い

一
族
の
、
危
機
的
状
況
が
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
と
推
度
す
る
が
、

い
ま
は
そ
れ
を
具
さ
に
示
し
得
な
い
。
大
智
に
あ
て
て
提
出
さ
れ
た
起

請
文

の
う
ち
、

一
族
の
心
事
を
、
も

っ
と
も
よ
く
代
表
し
た
と
思
わ
れ

る
の
は
、
武
時
の
五
男
で
、
木
野
氏
を
継
い
で
そ
の
祖
と
な
っ
た
武
茂

の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
左
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。

菊
池
武
茂
起
請
文

(聖
善
)

敬
奉
対
三
世
常
住

一
切
三
宝
、
殊
者
鳳
儀
山
護
聖
寺
七
仏
五
十
余
代
仏
祖

井
満
山
護
法
善
神
・
天
龍
八
部
・
当
国
鎮
守
阿
蘇
大
明
神
御
前
、
所
発
願

起
請
文
事
、

一
武
茂
弓
箭
の
家
二
生
て
、
朝
家

二
仕
ふ
る
身
た
る
問
、
天
道
に
応
て
正
直

の
理
を
以
天
家
の
名
を
あ
け
、
朝
恩
に
浴
し
て
身
を
立
せ
ん
こ
と
は
、
三

宝
の
御
ゆ
る
さ
れ
を
か
う
ふ
る
へ
く
候
、
其
外
私
の
名
聞
、
己
欲
の
た
め

に
、
義
を
わ
す
れ
、
恥
を
か
へ
り
み
す
、
当
世
に
へ
つ
ら
へ
る
武
士
の
心

祇
陀
大
智
と
菊
池
一
族

(鈴

木
)
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祇
陀
大
智
と
菊
池

一
族

(鈴

木
)

を
な
か
く
離
へ
く
候
、

一
己
欲
の
た
め
、
親
疎
に
よ
り
て
、
五
常
の
道
に
そ
む
く
へ
く
ハ
、
世
に
あ

る
へ
か
ら
す
候
、
そ
れ
も
愚
闇
の
身
に
て
候
間
、
正
理
を
不
弁
し
て
あ
や

ま
り
候
ハ
ん
時
ハ
、
御
い
さ
め
に
応
し
て
、
や
か
て
正
路
に
本
つ
く
へ
く

候
、

一
已
前
の
二
箇
条
の
道
を
守
候
ハ
ん
事
ハ
、
当
世
難
義
の
事
に
候
と
錐
も
、

釈
迦
牟
尼
仏
の
正
法
を
護
持
し
奉
、
そ
の
志
至
誠
に
存
候
間
、
条
々
発
願

に
若
あ
や
ま
り
お
か
し
候
罪
過
に
依
天
、
天
罰
を
受
候
と
錐
モ
、
末
代
当

正
法
破
滅
之
時
、
た
と
ひ
一
日

一
夜
に
て
も
正
法
を
護
持
し
奉
ら
ん
信
心

を
、
此
身
二
お
こ
し
候
功
徳
を
随
喜
し
候
に
依
天
、
先
在
家
正
直
の
願
を

立
候
所
也
、
此
願
あ
き
ら
か
に
三
宝
龍
天
の
照
鑑
あ
を
き
奉
候
、
護
法
之

志
よ
り
ほ
か
ハ
、
柳
も
私
の
望
ハ
な
く
候
也
、
此
願
真
実
二
し
て
天
心
に

(釈
、下
同
ジ
)

通
し
候
ハ
玉
、
ね
か
は
く

ハ
尺
尊
正
法
、
至
干
慈
尊
出
世
断
絶
な
く

し

て
、
法
界
衆
生
を
済
度
し
て
、
同
証
法
性
之
身
、

一
正
法
を
護
持
し
奉
る
発
願
者
、
今
生
の
名
利
栄
花
を
な
か
く
す
て
エ
、
後

生
菩
薩
の
み
ち
を

一
す
ち
に
も
と
め
た
て
ま
つ
ら
ん
僧
侶
を
、
清
浄
の
信

心
を
お
こ
し
て
守
護
帰
敬
申
候
へ
し
、

一
公
法
出
仕
、
或
私
の
交
衆
等
の
外

ハ
、
心
を
お
こ
し
て
名
聞
栄
花
を
た
し

な
み
、
こ
の
む
へ
か
ら
す
候
、
為
在
俗
之
身
間
、
柳
徒
然
を
な
く
さ
め
ん

た
め
に
、
俗
塵
の
わ
さ
を
行
せ
ん
を
ハ
の
ぞ
く
、
当
世
不
実
の
者
の
振
舞

井
文
武
二
道
に
は
つ
れ
、
仏
法
興
陸
の
為
な
ら
す
し
て
、
法
に
も
れ
て
国

家
の
つ
い
へ
た
ら
ん
事
を
ハ
、
為
護
持
正
法
か
た
く
停
止
之
、

(齋
〕

一
尺
尊
正
法
寿
命
を
つ
き
た
て
ま
つ
ら
ん
か
た
め
に
、
自
殺
生
井
領
内
六
齊

日

の
敏
生
を
、

な
か
く
禁

断
せ
し
む

へ
く
候
、

【武
時
)

一
舎
兄
肥
後
守
、

子

々
孫

々
ま
て
い
ま
し
め
を
定
置

れ
候

て
、
正
法
護
持
之

志
至
誠
に
ま
し
く

候

ハ
瓦
、
武
茂
随
喜
仰
信
の
心
を
発
候
て
、
子
々
孫

々
ま
て
に
誠
を
定
置
候
て
、
且
為
君
為
家
、
真
俗
同
心
に
正
路
を
守
て
、

如
来
正
法
を
護
持
し
奉

へ
く
候
、

一
聴
聞
正
法
の
深
恩
を
為
奉
報
謝
、
生
々
世
々
正
法
紹
隆
し
ま
し
く

候
ハ

ん
時
ハ
、
必
一
世
む
ま
れ
値
奉
て
、
正
法
に
信

心
を
起
し
、
結
師
弟
之

縁
、
共
可
奉
護
持
正
法
候
、
傍
発
願
起
請
文
如
件
、

若
壊
斯
起
請
文
之
旨
候
者
、
三
宝
仏
祖

・
天
龍
護
法
善
神
冥
罰
を
、
武
茂
か

八
万
四
千
毛
孔
こ
と
に
罷
蒙
て
、
今
生
ニ
ハ
白
癩
黒
癩
の
病
を
受
、
当
来
に

ハ
七
生
ま
て
仏
法
に
不
可
奉
値
候
、
伏
願
三
実
証
明
、
随
喜
護
念
、
龍
天
納

受
、
所
願
成
就
、

(
1
0
)

延
元
三
年
八
月
十
五
日

藤
原
朝
臣
武
茂

(血
判
・
花
押
)

一
族
は

「名
聞
栄
花
を
た
し
な
な
み
こ
の
む
」
こ
と
を
捨
て
、

「正

法
護
持
」
を
も

っ
て
、
そ
の

「
正
路
」
と
す
る
こ
と
を
、
仏
祖
の
真
前

に
祈
誓
し
た
の
で
あ
る
。
菊
池

一
族
に
対
す
る
大
智
が
教
導
の
実
を
、

こ
こ
に
見
る
の
で
あ
る
。

(
以

上
)

(
一
九
八
九

・
八

・
二
四
)

1

駒
沢
大
学

『実
践
宗
乗
研
究
会
年
報
』
第
三
輯

(昭
和
十
年
)
。

2

広
福
寺
文
書

「菊
池
武
時
寄
進
状
案
」

(曹
洞
宗
古
文
書
・
上
.
 P
五

二
八
。
参
照
)
。

3

右
に
同
じ
。

4

面
山
撰

『祇
陀
大
智
禅
師
行
録
並
序
』
。
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5

日
本

の
禅
語
録

『
大
智
』
。
P

三
六
。

6

『
大
智
禅
師
偶
順
弁
解
』
附
録
。

7

別
名

『
正
慶
乱
離
志
』
。
京
都

・
東
福
寺

の
僧
、

良
覚
な

る
も

の
の
覚

書
な

り
と

い
う
。

正
慶
元
年

(
=
二
三
二
)
十

二
月
よ
り
、
翌

二
年

四

月
ま
で
の
記
事

の
う
ち
、

三
月
十

一
日
よ
り
四
月
七
日
ま
で
の
記
録
を

特

に

「
博
多

日
記
」
と
称
す
。

8

「
博
多

日
記
」
四
月
四
日

の
項
。

9

『
鳳
儀
開
山
大
智
禅
師
法
語
』

10

広
福
寺
文
書

「
菊
池
武
茂
起

請
文

」
(
『曹
洞

宗
古
文
書

・
上

・
P

五
四

三
)
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
>

祇
陀

大
智

の
宗
教

意
識
、
南
北
朝

の
動
乱
、

菊
池
氏

の

仏
教
受
容

(
駒
沢
大
学
教
授
)

祇
陀
大
智
と
菊

池

一
族

(
鈴

木
)
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